
渡月橋を中心とする嵐山
界隈は日本を代表する観
光地です。左岸側を上流
方向に歩くと亀山公園に
至ります。かつてはアカ
マツ林がありましたが，
多くのマツがマツクイム
シ等の被害にあい少なく
なりました。現在でも付
近の民家や寺に多くのマ
ツがあり，嵐山の景観を
形づくる大きな要素とな
っています。

嵯峨天龍寺芒ノ馬場町
●高さ10.0ｍ
●幹周 2.05ｍ

◆まつ科／常緑高木
桂川（渡月橋上流）
アカマツ

D     11

D     14

梅津フケノ川町
●高さ6.5ｍ●幹周1.90ｍ
◆まつ科／常緑高木

境内の東側にあるこのゴヨウマツはよく手入
れされ，整った樹形を保っています。
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太秦奧殿町
●高さ8.5ｍ●幹周0.80ｍ
◆くわ科／落葉高木

かつて，秦氏はこの地域に養蚕を伝えました。
クワは蚕の餌として利用されていました。

太
秦
小
学
校

ク
ワ

嵯峨天龍寺造路町
●高さ9.0ｍ●幹周0.90ｍ
◆まつ科／常緑高木

桂川沿いに古来からある松並木の街道の景観
をしのばせるものとなっています。

桂川（渡月橋下流）
クロマツ
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太秦前ノ田町
●高さ10.0ｍ●幹周1.20ｍ
◆くすのき科／常緑高木

このクスノキは遊具に囲まれていて，児童た
ちと楽しく遊んでいるかのようです。

南太秦小学校
クスノキ
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